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令和 7年度 特別の教育課程の実施状況等について 

文部科学省「教育課程特例校」制度に基づく教育の実施状況 

 

令和 8 年 7 月 

 

学校法人細田学園は，中学校，高等学校とも令和 4 年 3 月 8 日付で文部科学省により

「教育課程特例校」に指定され，令和 4 年度より計画に基づく教育を実施しています。 

 

 

新たな教育プログラムを設置した趣旨 

本校では 2013 年より，現実の社会課題を抽出して分析し，ビジネスの手法を用いて解

決法を提案する独自の探究プログラム「リーダー教育」や「未来研究（Think My Future）」 

を実施してきました。これらのプログラムで生徒が着目する社会課題は，科学・社会・生活 

基盤を扱う科目で言及される内容であることが多く，また，生徒が自ら発見した課題に取り 

組みながら，その過程で課題に関連する教科知識を学ぶことで，より本質的で実践的な知識 

を得ることがわかってきました。 

そこで，これら科学・社会・生活基盤を扱う科目を取りまとめ，探究的な新設教科として 

扱うことで，生徒に主体的に学ぶ機会と，本質的で実践的な知識を得る機会を多く提供でき 

ると考えました。 

そして，独自の探究プログラムを新しく教科化して取り組むことは，本校の基本方針であ 

る「絶対的な学力はもちろんのこと，社会との様々なかかわりの中で主体的に考え，行動で 

きる生徒を育成する」決意の表明でもあります。 

 

 

教育プログラムの概要 

科学・社会・生活基盤を扱う科目を取りまとめて，探究的な新設教科「未来科」を新設し， 

独自の探究プログラム「FDC：Future Design and Creation」を行っています。独自の探究 

プログラム FDC は， 

①社会課題を自ら抽出する， 

②ビジネス手法を用いながら社会課題を調査・分析する， 

③分析した課題について解決法を提案する， 

④学内外のファシリテーター監修のもとで課題解決に向けた提案を実践する， 

⑤実践の効果を評価し国内外に周知する， 

の一連の活動から成り，学年に応じた形式で継続的に実施しています。 
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教育プログラムの実施時数 

①高等学校：設置・削減した教科及び単位数  

（単位数） 
設置した教科 削減した教科 

未来 公民 理科 家庭 情報 
総合的な 

探究の時間 

高校１年 3 1 1   1 

高校２年 3   1 1 1 

②中学校：新設・削減した教科及び授業時数  

（授業時数） 
設置した教科 削減した教科 

未来 社会 理科 特別活動 

中学２年 105 35 35 35 

中学３年 105 35 35 35 

 

教育プログラムを受けた生徒数  

令和 7 年度（令和 7 年 5 月 1 日時点）  

①高等学校 

 一貫部 高等部 

教科名 単位数 高校 1 年 高校 2 年 高校 1 年 高校 2 年 

未来探究Ⅰ 3 56 ― ― ― 

未来探究Ⅱ 3 ― 29 ― ― 

未来創造Ⅰ 3 ― ― 316 ― 

未来創造Ⅱ 3 ― ― ― 286 

②中学校 

教科名 授業時数 中学 2 年 中学 3 年 

未来 105 70 51 

 

年間活動スケジュール（令和 7 年度） 

4 月         全体キックオフ  

4 月～5 月   全体講義（課題分析技法，調査法，発表法等）（削減教科の内容を含む） 

        興味分野決定のための希望調査   

5 月 29 日～  ターム①  6 月 19 日～ ターム② 

7 月 21 日～ ターム③  9 月 16 日～ ターム④ 

10 月 7 日～ ターム⑤  10 月 30 日～ ターム⑥ 

11 月        クラス内発表 

12 月     選考会＜最終＞  

1 月 27 日～ ターム⑦  2 月 19 日～ ターム⑧ 

2 月 18 日   校内発表会「FDC Award 2026」保護者・一般公開あり 
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生徒の興味分野及びテーマ（抜粋） 

生徒の興味分野ごとの活動場所にわかれ主体的な活動を行います。 

生徒はタームごとに担任との面談を経て、興味分野を変更することができます。 

興味分野 テーマ（一部のみ抜粋） 

 

企業連携 

アレルギーフリーのフルーツタルト開発 

障がい者施設と連携したサンドイッチ販売 

洋服のリサイクルシステムの確立 

 

スポーツ 

 

幼児向けダンス体験会の実施 

ブラインドサッカーの普及と地域交流 

筋力強化のためのトレーニング 

 

芸術、創作 

 

幼稚園児むけ歴史教育紙芝居づくり 

作曲と演奏 

小説執筆とカクヨム甲子園への応募 

 

学問探究 

 

防災士の資格取得 

言語学オリンピックへの挑戦 

公認会計士資格の取得 

プログラミ

ング 

横スクロールゲームの開発 

中高生向けゲームエンジン開発 

メタバース空間での表現活動の促進 

 

実験、研究 

 

プラスチックを分解するハニーワームの研究 

アリの生態研究 

食用昆虫の研究 

哲学、討論 
哲学的議題のディベート 

西洋哲学史探求 

自己探究 教員との対話を通じた自己探究 

 

興味分野別 生徒数の変移 

 

図 1 興味分野別 生徒数の変移 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1学期開始時

1学期終了時

2学期終了時

3学期終了時

企業連携 スポーツ 芸術、創作 学問探究

プログラミング 実験、研究 哲学、討論 自己探求
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活動発表「FDC Award 2026」のようす 

全校生徒のうち、優れた活動を行ったチームによるプレゼンテーションを３学期に行いまし

た。優秀なチームを表彰するとともに、活動実績の共有をすることを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動発表「FDC Award 2026」の詳細 

 

1. 目的 

・未来科「FDC プログラム」活動報告の機会設定 

・活動内容の共有による生徒のモチベーションおよび教員指導レベル向上 

 

2.  日時 2026 年 2 月 17 日（火）5～6 時間目 

 

3.  会場 本校 NOIBO ホール 

 

4.  各賞 

 
①プレゼンテーション 

(7 分間のステージ発表×6 組) 

②ネクストブレイクコンテスト 

(1 分程度の動画による発表×9 組) 

賞 

選出方法 

最優秀賞（1 チーム）・・・教員審査 

特別賞（1 チーム）・・・生徒投票 

ネクストブレイク賞 

・・・進路指導部による事前審査 
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5. プログラム 

No. 時刻 内容 詳細 

1 13:30 OP 映像 2 分 動画制作 パソコン部 

2 13:33 説明 司会による審査員紹介、投票ルールの説明、など 

3 13:38 発表① 
「ゲームエンジン制作」 
1-1 永島壮一郎 

4 13:46 発表② 
【特別賞】「１つのオーブンから生まれる平等」 
2-8 市之瀬亮、小川裕太郎、岸本歩大、近藤一輝、須佐響 

5 13;54 発表③ 
「ハニーワームでプラスチック分解」 
3-H 市丸瑚大 

― 14:02 休憩 トイレ休憩など 

7 14:15 発表④ 
【最優秀賞】「防災士になるために」 
1-6 木下葵 

8 14:23 発表⑤ 
「小説の執筆」 
5-H 清遠和華子 

 14:31 発表⑥ 
「Making smile with sweets」 
2-1.杉山由佳、2-2 池内愛香、2-4 伊藤雅姫 

9 14:39 投票 投票用紙による生徒投票。集計：文化委員会 

10 14:46 

ネクスト 

ブレイク 

コンテスト 

今後の成果が期待されるチームの動画の上映 

※この時間に文化委員は集計→発表準備 

「自動車のデザイン」4-H 入沢匠海 

「ぬいぐるみに制服」1-7 清水朱音 

「自転車の飲酒運転・盗難の軽減」1-3 大久保実咲 

「着物を通して国際交流」3-H 村田芽衣彩 益子遥名 

「トマトジュースを使ったミドリムシ増殖」1-4 安井悠真 

「プログラミング」1-4 甲斐順也 

「プラモデル」2-6 鴻野太耀 

「日商簿記」2-5 河村安莉 

「古民家コラボ」4-H 二階堂愛香、4-S 佐々木友愛、 

塚原羽音、佐谷美咲、住田恵里奈      

11 14:56 
ネクストブレ

イク賞表彰 
賞状の授与 

12 14:58 結果発表  

13 15:00 表彰式 賞状の授与 

14 15:05 ED 映像 2 分 動画制作パソコン部      

─ 15:10 散会  
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66%

26%

6%2%

FDCの活動に意欲的に取り組めた

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない

53%

31%

13%
3%

自身の活動テーマ（やりたいこと）を

見つけることができた

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない

32%

27%

25%

16%

FDCの活動が進路について

考えることにつながった

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない

年度末に行った生徒対象アンケートの結果 

3 月に、本年度に未来科を履修した生徒を対象にアンケート調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 年度末に行った生徒対象アンケートの結果 
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令和７年度の変更点について 

令和 7 年度、4 年目となった本校の教育プログラム FDC は、昨年度の反省を踏まえ新

たな段階を迎えました。 

昨年度の反省は、生徒の「主体性の伸長」という観点において不十分であった点です。

在籍する多くの生徒にとって、FDC の活動は外発的動機づけによって行われるもので、一

部の主体的な生徒に追従する形で作業をすすめたケースも見られました。教員によってな

される評価そのものを動機に活動した生徒が少なからずいたことも事実です。その活動に

おいて表面化される、いわゆる実績やコンテストの結果は、定量的な「成果」であるが、

本校が期待する個々の生徒の「成長」とはずれが生じてしまったとも言えます。 

そこで令和 7 年度は「主体性の伸長」を主眼に置き、指導や評価方法に大幅な変更を加

えました。従来の「探究学習」にありがちな SDGs を浅薄になぞる活動や、評価されるこ

とを目的としたボランティア活動などを、生徒に安易に選ばせない方針をとり、徹底して

本人の意志を醸成することに重点としました。具体的には、昨年度行っていた 10 段階の

数値による定量評価を、文面による定性評価に変更し、FDC の活動では社会貢献を念頭に

置くものとするという条件も撤廃するにいたった次第です。 

生徒が真に「自分のやりたいこと」と向き合い、自己の生き方や進路について深める時

間となることを目標としました。 

 

令和７年度のふりかえり 

I. 高等学校の部 

 「図 1 興味分野別 生徒数の変移」（3 ページ）をふりかえると、年度当初では「自己

探求」（＝自身のやりたいこと、やるべきことを模索する生徒）の割合が大きいことが分

かりますが、1 学期の終了時にはその割合が大きく減少していることが見て取れます。一

方で増加したのは「学問探究」をテーマに据えて活動する生徒の数です。「学問探究」を

テーマに活動する生徒は、年度の終わりまで、全体のほぼ半数のまま推移しました。ここ

に含まれる生徒は、民俗学・数学・心理学など学問的な興味を追究する生徒だけでなく、

公認会計士や防災士といった資格取得を目指す生徒、各種検定の取得を目指す生徒、加え

て各教科の学習に専心する生徒などさまざまです。 

 ただ、実際のところ年度の終わりには、自身の興味を探究する姿勢を持つ生徒よりも、

短期的な学習成果を目的とする生徒がはるかに多くなっていました。生徒の主体性を伸長

すべく方針転換を行いましたが、結局のところ、生徒は自身の興味や意志を追究すること

よりも、短期的に損になりにくそうなことや、多数派に属することを選びがちであったと

言えます。 

 もちろん FDCAward に登壇するような、自身の興味を追究し際立った成果を上げた生

徒がいたのも事実ですが、最大効果を上げるプログラムであったかと言えば反省は残りま

す。 

「図 2 年度末に行った生徒対象アンケートの結果」（6 ページ）のグラフからは、過半数

の生徒が FDC の時間を通じて、前向きに FDC に取り組み、自身の進路について思考する

きっかけになっていると言えます。ただし、あくまで生徒の基準による回答であり、本校

の目指す「主体性の伸長」「意志の醸成」には、未到達であると言えます。 
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II. 中学校の部 

中学校では、生徒一人ひとりの「興味」を尊重した活動を展開しています。活動を自身

の将来像や進路と結び付けることは必須とせず、「やってみたい」という純粋な関心を出

発点として、のびのびと探究に取り組むことを大切にしています。昆虫の飼育やテニスの

練習、ルービックキューブの普及活動、ブラウザゲームの製作など多岐にわたり、生徒の

多様な興味・関心が反映されています。 

活動形態もさまざまで、興味分野の重なる仲間と協働するグループ活動もあれば、一人

でじっくりと探究を進める生徒もおり、それぞれが自分に合った方法で活動を継続しまし

た。 

各学期には発表の機会を設け、互いの活動内容や工夫を共有することで、新たな視点や

刺激を得て、自身の探究へと生かす姿が見られました。 

中高一貫部である本校では、中学校段階で性急に成果や答えを求めるのではなく、時間

をかけて興味を深め、自ら学ぶ姿勢を育むことを重視しています。このような積み重ね

が、高等学校における主体的な探究活動や進路選択へとつながる基盤になっていると考え

ています。 

 

令和８年度以降の目標と展望 

本校における短期的な目標は生徒の「意志」の醸成です。生徒が自身の興味や進路、自

らの望む生き方と向き合い、与えられた探究学習の時間を自らデザインする能力を育成す

ることを目指します。いま何が必要であり、どのような行動を起こすべきであるか、自身

に問い、行動を起こすことを生徒に求めたいと考えています。個々の生徒が外的な評価に

とらわれず自己の生と向き合い、言語化すること、活動につなげることが目標です。 

中長期的には、 

①活動が生徒の進路選択に資するものとなること 

②教科学習における教科横断的な視点を育て、学習の内発的動機づけとなること 

③地域社会や大学、企業との連携を強化し、実社会と結びついた課題に取り組む機会と 

なること 

 以上の実現のために、教員に対しては、探究学習のファシリテーターとしての役割を果

たせるよう、指導力向上のための研修や校内外での実践交流を継続的に実施する必要があ

ると考えています。本年度の反省を生かし、教員はより積極的に生徒との対話を深める、

またそのようなことが可能となる制度を設計する必要があると言えます。本学の「未来

科」が単なるスキル習得ではなく、生き方そのものを学ぶ営みとなることを目指します。 

 

本校の FDC 活動にご協力いただいた団体（敬称略、五十音順） 

青山フラワーマーケットエキア朝霞店 

朝霞警察署 

朝霞市社会福祉協議会 

泉幼稚園 

イトーヨーカドー和光店 

いろは遊学図書館 

エーデルワイス 

川口市立芝東中学校 

クラブジュニア 

小林農園 

米粉シュークリームはづき 

埼玉ピースミュージアム 
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サミットストア柳瀬川駅前店 

志木いろは商店街 

志木学童保育クラブ 

志木国際交流会 

志木市社会福祉協議会 

志木市役所 

敷島神社 

志木市立志木小学校 

志木市立志木第二小学校 

志木市立第三小学校 

志木第二学童クラブ 

社会福祉法人邑元会 しびらき 

実践女子大学 

ジーユー ららぽーと富士見店 

大東文化大学 

所沢市立つばめ児童館 

ニュータイムス社 

フタバスポーツ朝霞店 

ぺあもーる 

街中ふれあいサロン「スペース・わ」 

ミレーヌ 

宗岡学童クラブ      

宗岡第三学童保育クラブ 

宗岡第二学童保育クラブ 

ユニクロ ららぽーと富士見店 

立教大学異文化コミュニケーション学部 

和光市さつきのこ学童クラブ 

和光市立第五小学校 

和光市役所 

INGNI 大宮ルミネ

 


